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１１１１．．．．新型新型新型新型インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザのののの対応対応対応対応についてについてについてについて 

（（（（１１１１））））公立高等学校入学者選抜試験公立高等学校入学者選抜試験公立高等学校入学者選抜試験公立高等学校入学者選抜試験のののの際際際際、、、、新型新型新型新型インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザにににに罹患罹患罹患罹患したしたしたした生徒生徒生徒生徒へのへのへのへの対応対応対応対応・・・・

対策対策対策対策はどうなっているのかはどうなっているのかはどうなっているのかはどうなっているのか。。。。できればできればできればできれば何何何何らかのらかのらかのらかの対応策対応策対応策対応策をををを講講講講じてほしいじてほしいじてほしいじてほしい。。。。 
 

 昨今の情勢をふまえ、この新型インフルエンザに対し高校入試をどのように対応してい

くのかということで、約２ヵ月間の調整をしてまいり、中高の入試の連絡会でもご意見を

聞かせていただいたり、様々な場所でご意見を聞かせていただいたりしながら調整させて

いただき、１２月９日には、中学校長と高等学校長への説明会をさせていただき、その後、

記者発表させていただいた。 
 県Ｐの役員の皆様にも説明させていただいたところであり、１２月１４日には県民向け

に概要をホームページにも掲載させていただいた。 
 近府県では、兵庫県は実施する、大阪府は実施しない。 
奈良県は、教育長の方は最初から子どもに受験機会を第１志望のものを確実に確保して

あげるという姿勢で実施する方向で検討してまいり、こうした説明会、記者発表、概要を

ホームページに掲載ということになっている。 
実施いただくのは、特色選抜、一般選抜、大和中央高校の定時制課程のＡ．Ｂの選抜と

通信制課程、十津川高等学校、帰国生徒の特例措置、こういった入試において、新型イン

フルエンザに罹患したことにより受験できなかった者に対し、当日の受験については罹患

して保護者・医者の判断で受験が可能だということに対しての別室というものも当然対応

すべきだと思っているけれども、やむを得ず受験ができなかった場合には、追試を実施す

るということで発表させていただいているところである。 
 
（（（（２２２２））））厚生労働省厚生労働省厚生労働省厚生労働省がががが発表発表発表発表したしたしたした新型新型新型新型インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザのののの予防接種予防接種予防接種予防接種のののの優先順位優先順位優先順位優先順位についてについてについてについて、、、、学校現学校現学校現学校現

場場場場でででで多多多多くのくのくのくの児童児童児童児童・・・・生徒生徒生徒生徒にににに接接接接するするするする養護教諭養護教諭養護教諭養護教諭についてについてについてについて接種接種接種接種のののの優先順位優先順位優先順位優先順位をををを上上上上げるげるげるげる要望要望要望要望をををを出出出出

すことはすことはすことはすことは可能可能可能可能かかかか。。。。    

 

 回答する前に県の情勢についてお知らせしておきたいと思う。 

 罹患率とは今どのくらいインフルエンザに罹ってしまった子ども達がいるかということ

で、７月１日～１１月３０日までの罹患率を調べたところ、クラスの５０％以上罹ってい

るクラスが幼稚園では５.８％、小学校では１５.６％(４３６クラス)、中学校では５.７％(６

３クラス)、県立学校では１.４％(１０クラス)である。 

 非常に罹患率が高くなっている。ひどい所になるとクラスのすべてが罹ってしまったと

いうような所もたくさんある。 

 出ていた教職員の罹患率は、１２月１３日までの統計であるが、今現在市町村立の教職

員が３６３名罹患している。この中はほとんどが学級閉鎖をした学級担任の先生が非常に

多いということであった。 

 養護教員というのは余り含まれていない。県立学校はちなみに７５名ということである。 

 児童・生徒の罹患率の方は１２月１日から現在まででずいぶん増えており、このパーセ

ンテージはあてにならない。 

 皆さんご存じだと思うが、健康増進課の方からワクチン接種についての報道発表があり、

優先順位の発表である。中学校３年生、高校３年生のワクチン接種は１月中旬からという

予定であったが、中学生、高校生のワクチン接種の回数が１回と見直され、接種時期を１

月上旬に前倒しすると報道発表があり、本日から申し込みを開始している。 

 １歳未満の方、小学校の高学年、中学校３年生、高校３年生この４種別が本日から申し

込みの開始をし、接種開始日が１月１２日からとなっている。 
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 ほとんどが市町村ではグループ接種というか、市町村の方でまとめてどこかの病院また

は医院で接種をするというような形をとっていると思うが、高校生はほとんど個人接種の

形をとる。 

 ご要望については、県の新型インフルエンザ対策本部を通じ、厚生労働省等に行うこと

はできるが、実施に至ることは非常に難しいと考えざるを得ないというような状況である。 

 
２２２２．．．．奈良県私学前納金奈良県私学前納金奈良県私学前納金奈良県私学前納金のののの撤廃撤廃撤廃撤廃ならびにならびにならびにならびに高等奨学金制度高等奨学金制度高等奨学金制度高等奨学金制度にににについてついてついてついて 

（（（（１１１１））））他府県私学他府県私学他府県私学他府県私学ではではではでは前納金前納金前納金前納金がなかったりがなかったりがなかったりがなかったり、、、、返金返金返金返金されているにもかかわらずされているにもかかわらずされているにもかかわらずされているにもかかわらず、、、、奈良県私学奈良県私学奈良県私学奈良県私学

はははは納入納入納入納入がががが義務義務義務義務づけられづけられづけられづけられ、、、、返金返金返金返金さささされないなどれないなどれないなどれないなど、、、、不満不満不満不満をもっているをもっているをもっているをもっている。。。。またまたまたまた、、、、公立校公立校公立校公立校のののの合合合合

格発表後格発表後格発表後格発表後にににに納付納付納付納付できるようできるようできるようできるよう、、、、納付時期納付時期納付時期納付時期をずらすことができないかをずらすことができないかをずらすことができないかをずらすことができないか。。。。私学私学私学私学にににに対対対対するするするする働働働働

きかけをおきかけをおきかけをおきかけをお願願願願いしたいいしたいいしたいいしたい。。。。 

 
 前納金の話だが、平成６年から現在の額になっているが、私立学校というのは学校法人

がつくっている。そういうことで公立学校と違い、法律上で所管庁（許認可するの）が奈

良県になるので、こちらがもっているのだが、その関与が必要最小限にとどめられている。

学校教育法の第１４条に、授業時間数であるとか、いろんな設備の違反した場合に、それ

を改善する文書を出すことができるが、私立学校の場合は、私立学校法の第５条において、

この適用を除外するという規定になっている。 
そういうことから、たとえ私立学校に法令違反があってもできないというのが法的な取

り組みとなっており、前納金の制度については、県が直接的に関与できる問題ではないと

認識している。 
ただ、保護者の皆様方がおっしゃっている主旨はよくわかるので、私どもとしても県の

私立中学高等学校連合会に主旨をお伝えさせていただき、検討いただくようにお願いした

いと考えている。尚、県としては、これも毎年答えで申し上げているが、生徒さんの授業

料であるとか、生徒の諸会費を納められている保護者の皆様方の経済的な負担を軽減する、

あるいは、私立学校の教育環境、例えば教室の机であるとか黒板であるとかを整える。そ

れからもう一つは私立学校を永続的にやっていただくということで、私立学校の経営を健

全にやっていただくという主旨で、教育経常経費補助金というのを奈良県が出している。

その補助金の充実をいたし、なるべく授業料については抑制いただく、あるいは、保護者

の皆様方に対しては、私立高等学校に通っておられる方々について、授業料軽減補助金を

だしており、これを支給することにより負担を軽減していただくということで実施してい

るところである。平成２２年については、もうご承知のことと思うが、高等学校の実質無

償化の話があり、私立学校についても高等学校修学支援金ということで今のところ全所帯

に約１２万（１１万８８００円）の支給がある。また、一定所得以下、今、国が考えてい

るのは、年収で約５００万円以下については、２倍を支給するということで動きが出てい

るが、これについてはまだ概算要求の段階であるので、今後どういう具合になるのかわか

っていないが、そういうことも動きとして出ている。私学を預かるものとしては、私学振

興の上に立ち、予算の確保に努めていきたいと考えているしだいである。 
 
（（（（２２２２））））奨学金制度奨学金制度奨学金制度奨学金制度についてについてについてについて保護者自身保護者自身保護者自身保護者自身があまりがあまりがあまりがあまり理解理解理解理解できていないこともありできていないこともありできていないこともありできていないこともあり、、、、中学生中学生中学生中学生のののの時時時時

期期期期からそのからそのからそのからその基準基準基準基準やややや資格資格資格資格などをなどをなどをなどを周知周知周知周知にににに努努努努めてほしいめてほしいめてほしいめてほしい。。。。 

 
 今現在県の方でやっている奨学金については、高等学校奨学金ということで「修学支援

奨学金」、「育成奨学金」２種類の奨学金を貸し付けている。 
 ほかに、福祉部所管の方で生活福祉資金の中の「教育支援資金」というものと母子・寡
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婦福祉資金の中の「修学資金」そういう２つを合わせて４種類、県の方で奨学金をやって

いる。教育委員会としては、「修学支援奨学金」と「育成奨学金」の２種類をやっている。 
 これらの中学生時分からの周知ということであるが、中学３年生に対して毎年９月にリ

ーフレットを作成し、中学校を通じて中学３年生全員に配布している。その中に募集時期

であるとか貸与時期、それから詳しい内容は、学校支援課、授業料奨学金係の方にとか問

い合わせ先などを記載させている。制度の概要もそこに書いており、対象者、どういう方々

が対象になるのか、それから申請に際しどういうものが必要か記載している。そういった

リーフレットにより、中学３年生時に各中学生、翌年度高校生になる方に対して周知して

いる。それと合わせて、中学３年生の時期に、育成奨学金の中学予約というものをやって

いる。それは、中学校を卒業し私立でも公立でも構わないのだが、高校に入学した時に育

成奨学金を借りられるということを予約しておくという制度になっている。 
それは毎年１０月に募集している。今年も確か９８名ほど申し込んでいただいているは

ずである。ただ、条件に合っていない、所得が多いとかそういった方については、お断り

したので、７０名余り予約されているという状況になっている。それ以外にも県教育委員

会学校支援課のホームページで、県が取り扱っている奨学金に関する募集時期であるとか

様々な情報を提供している。 
 
３３３３．．．．奈良県高等学校奈良県高等学校奈良県高等学校奈良県高等学校総合寄宿舎入寮資格総合寄宿舎入寮資格総合寄宿舎入寮資格総合寄宿舎入寮資格（（（（居住地域居住地域居住地域居住地域のののの指定指定指定指定））））のののの緩和緩和緩和緩和についてについてについてについて 

（（（（１１１１））））同一市町村同一市町村同一市町村同一市町村でででで近所同士近所同士近所同士近所同士なのになのになのになのに入寮入寮入寮入寮できなかったというできなかったというできなかったというできなかったという例例例例があるとがあるとがあるとがあると聞聞聞聞いたがいたがいたがいたが、、、、寄宿舎寄宿舎寄宿舎寄宿舎

へへへへ入寮可能入寮可能入寮可能入寮可能なななな地域地域地域地域のののの線引線引線引線引きがどうなっているのかをきがどうなっているのかをきがどうなっているのかをきがどうなっているのかを知知知知りたいりたいりたいりたい。。。。入寮希望者入寮希望者入寮希望者入寮希望者がががが減減減減ってってってって

きているきているきているきている現実現実現実現実からからからから考考考考えてもえてもえてもえても、、、、居住地域居住地域居住地域居住地域のののの指定緩和指定緩和指定緩和指定緩和はできないかはできないかはできないかはできないか。。。。 

 
 総合寄宿舎への入寮資格の緩和ということであるが、もともと総合寄宿舎というのは、

交通条件に恵まれない山間地（へき地）に住所を有する等で、通学に困難な事情のある高

等学校の生徒に対して、宿泊の便宜を供するということで設置されたものである。この入

寮資格というか入寮区域とかそういったものについては、私どもは条例で定めている。具

体的には、同一市町村内で近所同士で入寮できないということはおそらくないのではない

かと思うのだが、例えば、曽爾、御杖、それから吉野郡の黒滝、天川、野迫川、十津川、

下北山、上北山、川上、東吉野。こういった所は全村対象地域になっている。ただ、奈良

市、五條市、宇陀市、山添村、下市町といった所で一部対象になっていない区域がある。

しかし、この区域については、へき地指定を受けている小学校の校区を対象区域にしてい

るので、校区の境目で違う学校に行っておられれば対象外になっているという可能性はあ

るが、同じ市町村内の近所同士というのはあまり起こりえないのではないかと思っている

のだが、一応その区域指定というのは、そういうふうになっている。それで、これを変え

ようとすると、条例の変更とかが必要になってくるので、なかなかおいそれとはいかない

のかなと思うが、いずれにしても、一部の区域、一部しか入っていない市町村の区域を全

域にするとかという以外にはないのかなと。奈良市はほとんど月ヶ瀬村が対象になってい

るのだが、五條市だともとの西吉野村、大塔村といったところが対象となっている。もと

もとの五條市は対象外になっているし、宇陀市は大野とかは対象になっていないが、旧の

室生村の一部は対象になっている。山添村の方では、おそらく役場の近辺というのは対象

になっていなかったと思う。下市町であれば丹生や峠を越えた地域はその対象になってい

るが、峠を北の方へ来た所は、もともとへき地ではないので対象外になっている。この区

域の変更というのもかなり難しいと思っている。 
 
（（（（２２２２））））寄寄寄寄宿舎宿舎宿舎宿舎のののの住環境住環境住環境住環境についてはについてはについてはについては、、、、一定改善一定改善一定改善一定改善されたがされたがされたがされたが、、、、定期点検定期点検定期点検定期点検やややや夜間夜間夜間夜間のののの電気電気電気電気やややや冷暖房冷暖房冷暖房冷暖房なななな



 

 - 4 -

どどどど環境改善環境改善環境改善環境改善をををを引引引引きききき続続続続きききき要望要望要望要望したいしたいしたいしたい。。。。へきへきへきへき地地地地からのからのからのからの進学希望者進学希望者進学希望者進学希望者がががが希望希望希望希望あふれるあふれるあふれるあふれる高校生高校生高校生高校生

活活活活をををを送送送送れるようおれるようおれるようおれるようお願願願願いしたいいしたいいしたいいしたい。。。。 

 

 先ほど言い忘れたが、毎年（期間ははっきり覚えていないが）秋の終わり頃、それから

１月、それぞれの寮の寮長と舎監が、各対象の中学校を回り、寮の紹介と勧誘等を行って

くれている。昨年、年度末で吉野寮を閉じたので、男子の畝傍寮と女子のかぐやま寮の現

在２寮となっている。 
 畝傍寮については、平成２０年度１８人であったものが現在２２人、かぐやま寮は逆に

２９名であったものが２２人。今、４月１日現在の入寮生はそのような形になっている。 
 昨年の交流会で、特にかぐやま寮のお風呂の水の入れ替え等についてお話を聞かせてい

ただき、私どもの方でも、たまたま予算がついたということもあるのだが、１月に対応さ

せていただいている。それまで３週間に１度の水の入れ替え、そうは言ってもこのお風呂

は循環ろ過式のお風呂なので、１週間に２回はお湯の一部を（半分くらい）入れ替えてい

る。それまでも３週間に一度全部の水を入れ替えるということにしていたが、今年の１月

５日から２週間に１回に改めさせていただいている。そういった措置により、このろ過機

のメーカー等々から伺っていると、それで十分清潔にお風呂に入っていただけると聞いて

いる。 
それから確か、夏休みの期間をもっと短くという話もあったと思うのだが、畝傍寮につ

いては平成２０年度では７月３１日～８月１９日までの閉寮期間ということになっていた

が、今年度は７月３１日～８月１５日とさせていただいた。かぐやま寮については、平成

２０年度７月２７日～８月１７日であったが、今年度は８月２日から８月１６日、ほぼ盆

の期間閉寮ということにさせていただいた。この閉寮期間であるが、この期間中に寮長と

舎監がそれぞれの寮生の家庭訪問等を行っている。そのため、開けておいてもその間家庭

訪問をしているので、寮がほぼ空っぽになってしまうというような状況になっている。 
 それから暖房時間の延長ということであるが、現在暖房はどちらも夜の１２時までとさ

せていただいている。それ以前に、寮全体の消灯というのは１０時半までとしている。後

は各部屋の方でスタンド等で対応していただく。暖房（冷房も同じであるが）については、

１２時までということにしていただいている。ただ、テスト期間中については、１０時半

の消灯を１２時までに延長しており、スタンドでの点灯というのは朝までやっても構わな

いということにしている。ただし、暖房は１２時で切れる。 
また、それぞれの寮は２人で１部屋となっているので、寮生２人ともが夜遅くまで勉強

するのであれば良いが、片一方しかしないとなると、もう１人の寮生には迷惑をかけると

いう問題もあるので、だいたい１２時ぐらいには切られているのではと思っている。光熱

費などの管理運営費に関わることになっている。昨年度は補正で若干余裕が出来てきた。

今年度については、それをそのままカットされずに光熱費というか管理運営費を確保でき

ているので、そういう年度末の状況をそのまま使われていくということで、それ以前の年

よりも幾分楽になっていると思っている。 
 
（（（（３３３３））））他他他他府府府府県県県県へのへのへのへの受験受験受験受験はだんだんとはだんだんとはだんだんとはだんだんと条件条件条件条件がががが難難難難しくなってきているしくなってきているしくなってきているしくなってきている現状現状現状現状があるがあるがあるがある。。。。交通交通交通交通のののの便便便便がががが

悪悪悪悪いところにいところにいところにいところに生生生生まれまれまれまれ育育育育ったったったった中学生中学生中学生中学生のののの進路選択進路選択進路選択進路選択のののの幅幅幅幅をををを狭狭狭狭めてしまうことがないようおめてしまうことがないようおめてしまうことがないようおめてしまうことがないようお

願願願願いしたいいしたいいしたいいしたい。。。。 

 
 他府県への受験ということで、条件が難しくなってきている現状、もし具体的にあれば、

また私どもに教えていただきたいと思う。おそらく三重県のことかと思いながら回答させ

ていただきたいと思うので、奈良県教委と三重県教委の方では覚書というものを交わして
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おり、県境にある奈良市立月ヶ瀬中学校、山添村立山添中学校、曽爾村立曽爾中学校、御

杖村立御杖中学校、下北山村立下北山中学校出身生徒については、三重県の県立高校への

進学が認められている。県としては、この覚書に基づき、関係１市４村の中学生の進路保

障をより確かなものとするため、三重県教委の理解を得ながら三重県立高校７校への進学

制度を堅持してきた。現在は、関係１市４村の出身生徒で、三重県立高校には、第１学年

で２３名、第２学年で１９名、第３学年で２５名、合計６７名が在籍をしていることにな

っている。 
 平成２１年度からの入試からは、三重県立高等学校の前期選抜に志願できるものの総数

について、三重県立高等学校への志願者数の３０％以内とする総数の制限があったが、こ

れを撤廃することが出来ている。また、上野高校への進学枠も９名から１名増え、１０名

にすることも出来ている。 
それから個別に協議をすることによって（昨年三重県教委の方へ２回足を運んだ）そん

な中で下北山中学校の進学に対して子どもたちが受けられる状況を、なんとか協議の場で

でも三重県に了解をいただいたということがあり、三重県に関しては制度も厳しくなって

いるという現状は（私自身）認めていないけれども、これが他府県（例えば和歌山県等）

においてそのような個別の事情があれば私どもに教えていただきたいと思う。 
 
４４４４．．．．県立高等学校県立高等学校県立高等学校県立高等学校にににに特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級をををを設置設置設置設置してほしいしてほしいしてほしいしてほしい。。。。 

（（（（２２２２））））県立高校県立高校県立高校県立高校のののの中中中中でででで、、、、バリアフリーバリアフリーバリアフリーバリアフリー化化化化されているされているされているされている施設施設施設施設をををを公表公表公表公表してほしいしてほしいしてほしいしてほしい。。。。 

 
 従来から県内すべての高等学校で、計画的に廊下や階段の手すり、スロープ、身体障が

い者用トイレ等の整備を進めてきたところである。エレベーターについては、今現在ある

３３高等学校については、どこにもついていない。ただ、スロープや障がい者用トイレ、

トイレの手すりや廊下、階段の手すり、点字ブロックといったものは各学校に整備してお

ります。ただ、スロープ設置箇所はそれぞれの学校で何箇所と書いてあるのだけれど、こ

れですべてバリアフリーというかバリア無しに移動できるかというとなかなかそうもいか

ないのかもしれない。 
１階から２階に上がる時に、手すりがあっても、下肢不自由者、車イス等でしか動けな

いような方については、上にあがれないというような状況。ただ、県立高校の場合につい

ては、階段については自走式の昇降機（車でなくキャタピラ式）を持っており、階段を車

イスでしか移動できない生徒が入ってこられた時については、自走式の階段昇降機をその

学校に配置するということで対応することにしている。 
 階段は坂になっているが、その昇降機は、人はもちろん階段に沿って上がるわけなので、

斜めになっているが、車イスが乗っている面は水平になっているので上りはそう感じない

とは思うが、下りの時はかなり高さを感じるのかもしれない。そういうものはあるが、一

応それに固定するので安全だと思う。自走式と言っても先生が１人か２人付いていただく

ということになっているので、従来からそういうもので対応してきたというところである。

そういう方がおられるクラスを、例えば３階建ての校舎であれば、１階の方で対応すると

かそういう工夫をして従来対応してきたというところである。過去に２名、体温調節が出

来ない生徒については、その学校にクーラー、エアコンをその教室だけ設置して対応して

きた。生徒の個別な事情に応じ、スロープやトイレ、手すり等を整備してきているが、不

足する箇所においては随時整備をしていきたい。 
（（（（３３３３））））特別支援学級特別支援学級特別支援学級特別支援学級においてにおいてにおいてにおいて将来自立将来自立将来自立将来自立できるようなできるようなできるようなできるような方向方向方向方向へのへのへのへの進路対策進路対策進路対策進路対策のののの現状現状現状現状についてについてについてについて教教教教ええええ

ていただきたいていただきたいていただきたいていただきたい。。。。 
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 現状で言うと、平成２０年度の高等部、特別支援学校の卒業生の進路状況であるが、大

雑把に進学が７．８２％、就職が３０．７３％、福祉施設等５０．８４％、あと未定療養

等が数％という状況である。 
 一般就労を目指して、子ども達に実習なり、職場に出向いて慣れていくというようなこ

とを、進路の先生、担任の先生がいろいろ指導してやっているという状況にある。それが

一般就労になかなか繋がらないという厳しい現実もある。 
 そんな中で、福祉施設であるとか作業所であるとかそういう所で進路体験学習、職場実

習というものに積極的に取り組んでいる状況である。 
 例えば、医大に入っている自販機関係の売店の仕事で実習に行ったという話も伺ってい

る。行った子どもさんは、はじめ不安を持って行ったようであるが、周りの支えもあって、

非常に自信をつけて実習を終えられたということを伺っている。そういったことで、より

実践的な就職に結びつくような実習をめざしてやっていく。ちょっとでも実習してもらえ

る事業所等を探すということで、進路の教員が中心となって、いろいろと上を向いている

状況である。 
 卒業した後もその事業所へどうですかと出向いていったりもしている。 
 
５５５５．．．．進路進路進路進路についてのについてのについてのについてのアンケートアンケートアンケートアンケート集計集計集計集計からのからのからのからの質問質問質問質問・・・・要望要望要望要望    

（（（（１１１１））））進路情報進路情報進路情報進路情報についてについてについてについて    

            県教育委員会県教育委員会県教育委員会県教育委員会ののののホームページホームページホームページホームページ((((進路情報進路情報進路情報進路情報))))についてについてについてについて、、、、保護者保護者保護者保護者のののの約約約約８８８８割割割割がががが｢｢｢｢知知知知らないらないらないらない」」」」とととと        

答答答答えておりえておりえておりえており、、、、工夫工夫工夫工夫がががが必必必必要要要要かとかとかとかと考考考考えるがどうかえるがどうかえるがどうかえるがどうか。。。。印刷物印刷物印刷物印刷物でのでのでのでの情報情報情報情報もももも併併併併せせせせておておておてお願願願願いしたいしたいしたいした

いいいい。。。。中学校中学校中学校中学校をををを通通通通じてのじてのじてのじての情報情報情報情報がががが少少少少なくなくなくなく、、、、中学校中学校中学校中学校とととと保護者保護者保護者保護者とのとのとのとの迅速迅速迅速迅速ななななコミュニコミュニコミュニコミュニケーケーケーケーショショショショ

ンンンンがががが不不不不足足足足しているとしているとしているとしていると感感感感じるじるじるじる。。。。｢｢｢｢塾塾塾塾にににに行行行行ってってってって情報情報情報情報をををを得得得得ないとないとないとないと不不不不安安安安」」」」というというというという声声声声もあるもあるもあるもある。。。。しししし

っかりしたっかりしたっかりしたっかりした受験情報受験情報受験情報受験情報がががが手手手手にににに入入入入るようにおるようにおるようにおるようにお願願願願いしたいいしたいいしたいいしたい。。。。    

 

 進路に関わる情報は、私どもの学事係というところが、入試を中心な情報を行ってお  

り、この係の方で、６月には、入試の種類・日程というものを定め速報版を、７月には県

立高校入学者選抜参考資料を、９月には実施要項の説明会を行い、要項や概要といったも

のを中学校に配布させていただいている。又、それらの資料は、学校関係者だけではなく、

どなたにでも見られるように、県のＨＰに掲載している。それから、昨年度から新たに学

校の特色とか進路状況を学校ごとにまとめた資料、学校紹介、これも掲載している。県の

メールマガジンにも入試速報、入試情報を何本か載せています。 

ＰＴＡ等から要望があった、「出前トーク」ということで、学事係が説明に出向かせて

もらっている。こういった形でいろんな資料を作成し、正しい情報を伝えていくという努

力をしているわけであるが、保護者の８割が知らないと回答しているということを知って

いるかというと、そこがわかっていない。 

この実態が分からずに、自己満足の状態で、情報を様々な所に流させていただいている

というのが現状であるということを知って、愕然とした。 

やはり、県Ｐの皆さんと連携をとり、ＨＰのアドレスを４月当初から学校教育課のアド

レスをお教えするなり、いろんな形でＨＰを見てもらえるような対応をしっかりとってい

く必要があるのではと考え、中学校へ配布している資料も、いろいろＰＴＡの方々に共有

できるような形で、全保護者に配布することは当然出来ないけれども、県Ｐの役員さんに

情報提供をいち早くすれば、月に１回役員会を開いていただき、それからそれぞれの市町

村の方へおろしていただくこともできると思われるので、しっかり情報交換、情報提供を

していく必要があると、改めて認識したしだいである。   

 



 

 - 7 -

 （（（（２２２２））））特特特特色色色色選抜選抜選抜選抜についてについてについてについて    

             特特特特色色色色選抜選抜選抜選抜のののの入試入試入試入試がががが導導導導入入入入されてされてされてされて、、、、４４４４年年年年がががが経過経過経過経過したがしたがしたがしたが、、、、このこのこのこの制度制度制度制度のののの効果効果効果効果、、、、成果成果成果成果をををを検検検検証証証証すすすす

るるるる予定予定予定予定があればがあればがあればがあれば伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。併併併併せせせせてててて、、、、以下以下以下以下のののの３３３３点点点点についておについておについておについてお答答答答ええええ願願願願いたいいたいいたいいたい。。。。 

    

    ①①①①    特特特特色色色色選抜選抜選抜選抜はははは受験受験受験受験日日日日がががが早早早早いためいためいためいため、、、、一一一一般般般般選抜選抜選抜選抜をををを控控控控えたえたえたえた受験生受験生受験生受験生ににににプレッシャプレッシャプレッシャプレッシャーーーーをををを与与与与えていえていえていえてい

るるるるのではないかのではないかのではないかのではないか。。。。入試入試入試入試のののの際際際際のののの偏差値偏差値偏差値偏差値もももも、、、、一一一一般般般般選抜選抜選抜選抜のそれとはのそれとはのそれとはのそれとは異異異異なりなりなりなり、、、、概概概概してしてしてして高高高高レベレベレベレベ

ルルルルのののの入試入試入試入試となっているとなっているとなっているとなっている。。。。入学後入学後入学後入学後のののの差差差差はあるのかはあるのかはあるのかはあるのか。。。。またまたまたまた高校高校高校高校側側側側にとってはにとってはにとってはにとっては、、、、希望希望希望希望どおどおどおどお

りのりのりのりの生徒生徒生徒生徒がががが確確確確保保保保できているのかできているのかできているのかできているのか。。。。    

 

 入学者選抜の日程について、追検査を検討するときに、他府県を含めて入試日程につい

て調べさせてもらったが、本県の入試は全体として、わりと幅が狭い。特色選抜があって

一般選抜があって、その間をかなりタイトにしている。 

私学の入学試験があって、合否判定が出てから特色選抜の出願へ、ギリギリ間に合うよ

うな日程にさせていただき、追検査は入学金には間に合わないが、一般選抜の合格の方は、

私学の入学金の支払いがスタートするような時期に、これは、今回は３月１８日に合格発

表となるけれども、その後に私学の入学金の支払いがあるなかで、大阪が若干それよりも

もう少し遅かったと思うが、そういったかなりタイトな中で入試日程を定めているので、

日程に関しては、これがギリギリになるのかなと思っている。 

この特色選抜の趣旨が、きちっと活かされているのかどうか。それから高等学校の方で

かなり競争率が高くなっている一部の普通科高校もあるとか。特色選抜で入学した子が、

入学後どうなのか。確かに、高等学校の校長先生からは、やはり意識が高く、リーダー的

な存在として活躍していると聞いている。普通科で特色選抜のコースで学級編成がされて

いる所はよくわかると思う。学級編成が特色選抜合格者でされない所のご意見だと思うが、

一部はリーダーとして活躍している現状はある。ただ、すべて通った子がそうなっている

のかというと、そういうことでもない。そういった課題もあると認識している所である。 

 

    ②②②②    普普普普通通通通科科科科高校高校高校高校がががが、、、、特特特特色色色色選抜選抜選抜選抜をををを実施実施実施実施するするするする必必必必要要要要性性性性がないがないがないがない、、、、もしくはもしくはもしくはもしくは必必必必要要要要性性性性がががが薄薄薄薄いといといといと考考考考えるえるえるえる

かどうかかどうかかどうかかどうか。。。。またまたまたまた一一一一方方方方でででで、、、、早早早早くくくく合格合格合格合格したいためにしたいためにしたいためにしたいために安易安易安易安易にににに特特特特色色色色選抜選抜選抜選抜をををを受験希望受験希望受験希望受験希望するするするする生徒生徒生徒生徒

がおがおがおがおりりりり、、、、保護者保護者保護者保護者、、、、生徒生徒生徒生徒にににに十分十分十分十分なななな理解理解理解理解がががが得得得得られていないられていないられていないられていない状状状状況況況況があるがあるがあるがある。。。。普普普普通通通通科科科科高校進学高校進学高校進学高校進学

後後後後にににに取取取取得得得得できるできるできるできる資格資格資格資格にににに向向向向けけけけてのてのてのての準準準準備備備備期間期間期間期間にできるかとにできるかとにできるかとにできるかと思思思思うがうがうがうが、、、、それについてのそれについてのそれについてのそれについての情報情報情報情報

すらないすらないすらないすらない。。。。どうどうどうどう考考考考えているのかえているのかえているのかえているのか伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。    

 

 一般選抜との大きな違いは、一般選抜は、学力検査５教科と調査という成績で、２：１

ぐらいの比率で、学力検査が重視されてるような入試として総合評価していく。特色選抜

は、それにかわり学力検査、作文、小論文、面接、実技、この中から最低２つ以上の検査

で行う。 

 子ども達の学力の評価をするにあたり、ペーパーテストだけではなく、表現力とか論理  

力などいろんな尺度から、子ども達を総合的にみることが出来るということでスタートし

たが、一部の普通科高校で７倍、８倍と高倍率になっており、その辺の趣旨が活かされて

いるのかどうかという大きな課題があるのは事実である。この特色選抜の普通科の中にも

コースというものと、普通科に、コースがなくて普通科だけのものがある。普通科のコー

スがない普通科だけの選抜に関して、県がどのように考えていくのかということであるが、

本年２月に現在の高校生に調査を行ったところ、受験機会が増えることを８５．１％が、

保護者の方で８６．６％、肯定的な結果であった。ただ、普通科高校において競争率が高

くなるということに関しては、大体半分ぐらいに評価が分かれており、これをふまえて、
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特色選抜に関して今後検証していくことで、これを今後どのように分析をし、どのように

入試制度に反映させていくかを考えるワーキンググループを、教育委員会内に立ち上げた

ところである。 

 それから資格取得の準備期間であるが、多くの普通科高校でコースを持たない場合には、

とにかく大学進学ということで、普通科高校自体に資格取得ということを目指してないの

で、ここも具体的に何かわかればお教え願いたい。 

 

 ③③③③    スポスポスポスポーーーーツツツツ特別選考特別選考特別選考特別選考についてはについてはについてはについては、、、、インインインインタタタターーーーハハハハイイイイにににに向向向向けてのけてのけてのけての制度制度制度制度であるとであるとであるとであると聞聞聞聞いておりいておりいておりいており、、、、

今今今今後後後後継継継継続続続続するかどうかはするかどうかはするかどうかはするかどうかは｢｢｢｢成果成果成果成果をををを見見見見てててて検検検検討討討討するするするする」」」」とととと伺伺伺伺ったったったったがががが、、、、平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年度度度度以降以降以降以降どうどうどうどう

さささされるのかれるのかれるのかれるのか聞聞聞聞きたいきたいきたいきたい。。。。またまたまたまた、、、、文文文文化化化化及及及及びびびび芸術芸術芸術芸術活活活活動動動動にににに対対対対するするするする特別選考特別選考特別選考特別選考導導導導入入入入についてもについてもについてもについても、、、、

どうどうどうどういういういういう状状状状況況況況にあるのかにあるのかにあるのかにあるのか説明説明説明説明してほしいしてほしいしてほしいしてほしい。。。。    

 

 特色選抜について、他府県では、推薦選抜とか一定の制限を設けたような入試制度を行

っている。本県の場合は、出来る限りいろんな生徒さんを受け入れるような制度であるの

で、普通科で逆に高倍率になっている現状である。 

このスポーツ特別選考は、平成１９年度の入学者選抜から本県を中心に、インターハイ

が今年開催された。特にこのスポーツ特別選考の評価としては、実施した高校の多くが運

動部活動の活性化につながったという声が多かった。中学校の校長先生の中でも、この入

学者選抜に関する入学会議という場で、この制度を継続してもらえないかという意見があ

った。高等学校の校長先生や、中学校の校長先生方の意向をふまえながら、高等学校の特

色化をさらに進めるためにも、この平成２２年度の入学者選抜において、スポーツ選考と

して継続した。スポーツ特別選考を、スポーツ選考というかたちで継続させていただいた

こと、ご理解をいただきたい。 

そこで文化部とかいろんな部活動、あるいは子どもが持っている特技、それからこれま

で中学校で活動したことといったことに広げる、拡大する、新制度とするところまでの考

えはまだ持っていないので、今後、特色選抜というものをどのようにしていくか、それか

らこのスポーツ選考を今後も継続していくのかどうかといったことも、ワーキンググルー

プを立ち上げたので、検討していきたい。 

 

（（（（３３３３））））調査書調査書調査書調査書のののの絶絶絶絶対対対対評価評価評価評価についてについてについてについて 

    ①①①①    評価評価評価評価のののの基準基準基準基準はははは公公公公平平平平であるであるであるであるべべべべきだがきだがきだがきだが、、、、公公公公平性平性平性平性・・・・客観性客観性客観性客観性をををを確確確確保保保保するためにするためにするためにするために、、、、中学校中学校中学校中学校やややや教教教教

職職職職員員員員へのへのへのへの研修研修研修研修をををを徹底徹底徹底徹底してほしいしてほしいしてほしいしてほしい。。。。    

    ②②②②    地域格地域格地域格地域格差差差差やややや学校格学校格学校格学校格差差差差がががが生生生生まれるのではないかとまれるのではないかとまれるのではないかとまれるのではないかと、、、、懸念懸念懸念懸念をををを抱抱抱抱いているいているいているいている保護者保護者保護者保護者・・・・生徒生徒生徒生徒もももも

いるいるいるいる。。。。情報不情報不情報不情報不足足足足がががが不不不不安安安安のののの源源源源であであであであるとるとるとると考考考考えるがどうかえるがどうかえるがどうかえるがどうか。。。。 

 

  ①、②を合わせて答えさせていただきたい。 

 平成１７年度入試までの３年間を準備期間として、国立教育政策研究所からの評価基準

例、具体の評価事例、本県の教育研究所で作成した評価についての研究成果等により、研

究を続けてきた。県としては、教員が客観性、信頼性のある強化プロセスを確立し、生徒

の学習活動を的確に評価できる力量を高めるための、中学校への要請訪問などもして、指

導をしてきた。こういった取り組みを通し、平成２１年度入学者選抜において、各中学校

で作成した調査書には、極端な偏りは見当たらず、選考資料として適切であったと認識し

ている。県としては、中学校へ訪問し、調査もしていたが、次年度からはその訪問をしな

くても、定着していると判断をし、訪問はしない。ただ、その評価の分布表については、

すべて県教委に挙げることになっており、その分布表でやはり評価に偏りがあるとか、そ
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ういったことが出てきたら、県としても訪問指導していくという対応をとれるようにして

おり、中学校の方でも全県的に正しく評価する努力をされており、県もこういった対応を

しているということで、ご理解いただきたい。 

 

６６６６．．．．中学校中学校中学校中学校卒業卒業卒業卒業後後後後のののの進路進路進路進路にににについついついついてててて    

        経済的経済的経済的経済的なななな条件条件条件条件からからからから公立高校進学公立高校進学公立高校進学公立高校進学をををを望望望望むむむむ家庭家庭家庭家庭がががが９９９９割割割割をををを占占占占めるがめるがめるがめるが、、、、やはりやはりやはりやはり進路情報進路情報進路情報進路情報がががが不不不不足足足足

しておりしておりしておりしており、、、、特特特特にににに高高高高校校校校卒業卒業卒業卒業後後後後のののの進路状進路状進路状進路状況況況況ののののデデデデーーーータタタタなどがなどがなどがなどが欲欲欲欲しいというしいというしいというしいという意見意見意見意見があったがあったがあったがあった。。。。中中中中

学学学学１１１１年年年年生生生生からからからから進路進路進路進路選択選択選択選択をををを視野視野視野視野にににに入入入入れたれたれたれた指指指指導導導導がががが展開展開展開展開できるようできるようできるようできるよう、、、、きめきめきめきめ細細細細やかなやかなやかなやかな進路情報進路情報進路情報進路情報

をををを提供提供提供提供してもらえるようおしてもらえるようおしてもらえるようおしてもらえるようお願願願願いしたいいしたいいしたいいしたい。。。。 

 

これも先ほど申したように、自己満足にならないように、今中１、中２、中３と子ども

が学年進行していくなかで、適切な情報を与えてあげてほしいということで、中学校とも

協力しながら出来る限りの情報提供をしていく努力をしていきたい。 


